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１．序

太陽エネルギーは地上に膨大に万遍なく降

り注ぐクリーンで無料のエネルギーである。こ

の利用は環境保全や経済的に大きな意義があ

る。太陽熱利用は長年検討されているが、安価

で高効率の吸収材や活用システムが十分に開

発・普及していない。筆者は、バイオマス由来

の炭素材料の構造的特徴から太陽熱吸収材料

への応用を検討してきた１）。その一つに太陽熱

利用の海水淡水化技術がある。この講演では植

物組織の構造的特徴とその機能、特に光吸収特

性、光・熱変換特性と応用、特に JIRCAS と

共同研究している海水淡水化について述べる。 
２．バイオマス炭利用の太陽熱吸収材料 

太陽エネルギーは紫外線から可視・赤外線

(UV/VIS/IR:280nm~数μm)に及ぶ幅広い波長

分布を持つ。このエ

ネルギーの全てを

吸収・利用する為に

は、波長に対応した

幅広い多孔(ポア)分
布構造が必要であ

るが人工的に作る

ことは困難である。 図１．バガス炭の SEM 像 
しかし、バイオマスは生存メカニズムの中で幅

広い多孔分布を有するものもある。世界最大の 

  
   図２．バガス分散濃度と光透過率 

農作物であるサトウキビの絞り粕(バガス)を炭

化したバガス炭は図１に示す数十μm に及ぶ

マクロ孔と 1μm 以下のメソ孔・ミクロ孔を有

する２）。この階層的多孔構造が効率よく太陽エ

ネルギーを吸収し熱に変換する。図２３）はバガ

ス炭分散濃度と光の透過率(吸収率)を示す。わ

ずか 0.3-0.5%の分散濃度で UV/VIS/IR に亘る

光をほぼ完全に吸収し熱に変換することがわ

かる。 
３．太陽熱利用の海水淡水化 

 バガス炭で効率よく集熱した太陽熱を利用

すると家庭、オフィスビル、地域の給湯・冷暖

房のシステムが可能となり化石エネルギー消

費量を大幅に削減できる。琉球大学と JIRCAS
は平成 24 年からこの方法で海水淡水化装置を

作成して水環境の劣悪なマーシャル諸島で実

証試験を続けてきた。その一例を図３４）に示す。

つまり、１日に８時間近くで海水を蒸発でき真

水を造ることが出来る。また、同時に塩の製造

も可能であり地域の産業にも貢献できる。

 
図３．海水の加熱蒸発状況 
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